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日々のあわただしい自己中心的な生活の中で,主 の勧告に従うこと

こそ,私 たちに与えられた最大のチャレンジではないでしょうか。

かると,そ れ に満足しない相手はたちまち

心をほかへ向けてしまうのである……何 も

知 らない人々は,.ふ た りが お互 い を どう

思っているのかも知 らず,決 まって このよ

うに言う。 『いったい彼(彼 女)は 彼女(彼)

の どこがいいのだろう』 と。 そのだれにも

わからないところが,実 は人知 れぬふたり

の愛の真髄なのである。｣(シ ドニー･J･

ハ リス｢デ ゼレ ト･ニ ューズ｣)

私 は,高 校,大 学時代のふたりの友人の

ことを思い出 します。 ひとりは田舎か ら出

てきた少年 で,お 金 もなくこれ といった才

能 もな い飾 り気の ない人で した。農 家 で

育った彼 に人 を引 きっけるものがある とす

れば,働 き者 ということぐらいで した。昼

食はいつも茶色の紙袋 にサン ドイ ッチを入

れて持ってきていました。 また彼 は,学 校

の床みがきをしては学資 をかせいでいまし

た。外見 はぱっとしない素朴 な人でしたが,

顔 にはいつも笑みを絶 やさず,す ばらしい

個性 を持 っていました。 もうひとりは,恵

まれた家庭 で育った都会 っ子 といった感 じ

の女性でした。彼女はコンテス トで優勝 で

』きるほどの美人ではあ りませ んでしたが
,

とても慎みのある誠実な,そ して礼儀 も服

装 も良い印象 を与 える人で した。
.このふたりにすばらしいことが起 こりま

した。ふた りは恋 をしたのです。彼女には

もっと前途有望 な男性 がいるはずとささや

く人々がいた り,彼 にはもっとお似合 いの

女の子がいるはずだといった陰 口が聞かれ

ました。 しかしふたりは学校 を終 えるまで,

共 に笑い,踊 り,学 び続 けたのです。そ し

て,ど う生計 を立てていくかの周囲の心配

をよそに,ふ たりは結婚 しました。彼 は専

門学校 でも努力 を続 け,ク ラスで も上位 の

成績を修めるようにな りました。彼女 はお

金 をため,働 き,祈 りました。 そして彼を

励 まし,支 え続けました。 どんなにつらい

ときで も,彼 女 は静か にこラ言いました。

｢な ん とかやれるわ
。｣彼女の信頼に支 えら

れなが ら,彼 は大変 な時期.を乗 り越 えてき

ました。 やがて子供が生 まれ ました。ふた

りは子供 たちを愛 をもって育てました。そ

してお互 いに対する愛 と誠実 さか ら生 まれ

る安心感 を子供たちに与え続けて きました。

あれか らもう何年 もたちました。今では子

供 たち もす っかり成長 しています。彼 らに

とって,教 会 にとって,ま た彼 らの住 む社

会 にとって,そ の子供たちは永遠の誉れ と

言えるでしょう。

私は彼 らと同じ飛行機 に乗 り合わせ たと

きのことをよく覚 えて います。ちょうど私

が教会の用事 を終 えて帰る途 中で した。薄

暗い客室 の通路 を歩 いていくと,白 髪の頭

を夫の肩 にそっとのせてまどろんでいる女

性 がいたのです。彼女の手 はやさしく夫の

手 を包んでいました。彼 の方が目をさまし

ていて私 に気 づいたようでした。やがて彼

女 も目をさまし,私 たちは久 しぶ りに話を

することができました。ふた りは学会で論

文 を発表 しての帰 りで した。彼 はあまり話

しませんで したが,彼 女 の方が夫の受 けた

栄誉について誇 らしげに話 してくれました。
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世の中がもっと良くなるためには,愛 によって

人々の心が変わっていかなければなり奪せん。

サマリヤ人(ル カ10:30一36参 照)の たと

え話か,裁 きの日に関する主の言葉 を読 ま

なければな りません。その.日1,｢王 は右 にい

る人々に言 うであろ.う,『わた しの父に祝福
.
された人たちよ,さ あ,世 の初 めか らあな

たがたのために用意 されている御国を受 け

つぎなさい。あなたがたは,わ たしが空腹

のときに食べさせ,か わいていたときに飲

ませ,旅 人であったときに宿 を貸 し,裸 で

あったときに着せ,病 気 のときに見舞 い,

獄 にいたときに尋ねてくれたからである。』

そのとき,正 しい者 たちは答えて言うであ

ろう,『主よ,い つ,わ たしたちは,あ なた

が空腹であるのを見 て食物 をめぐみ,か わ

いているのを見て飲 ませましたか。 いつあ

なたが旅人であるのを見て宿 を貸 し,裸 な

のを見て着せましたか。 また,い っあなた

が病気を し,獄 にいるのを見て,あ なたの

所 に参 りましたか。』すると,王 は答 えて言

うであろう,『 あなたがたによく言 ってお

く。わた しの兄弟であるこれ らの最 も小 さ

い者のひとりにしたのは,す なわち,わ た

しにしたのである。』｣(マ タイ25:34-40)

日々のあわただ しい自己中心的な生活の

中で,主 のこの勧告 に従 うことこそ,私 た

ちに与えられた最大のチャレンジではない

でしょうか。私は数年前,田 舎の学校 に赴

任 してきたある若い女性教師の話を読んだ

ことがあ ります。彼女のクラスに,以 前 か

ら勉強についてこれず,今 度 も落第しかけ

ていた女の子がいました。その子は字が読

φなかったのです。彼女の家 は大変貧 しく,

大 きな町の病院に行 って,ど こが悪いのか,

ま た治るものなのか調べて もらうことすら

.』できませんでした。学力 に問題があるのは,

そ の子の視力が弱いためではないかと思 っ

たその若 い教師は,.自 費でその子 に視力検

査 を受 けさせ ることに したのです。その結

果,視 力 はメガネで矯正で.きることがわか

りました。間 もなく,そ の子の前 には新 し

い世界が開けました。生 まれて初 めて,目

の前の文字をはっきりと見ることがで きた

のです。田舎教師 とレて.の彼女の給料 はわ

ずかなものでした。 しかし彼女は,そ のわ

ずかな給料 の中から投資 をして落第 しかけ

ていたその子の生活をすっか り変 えたので

す。またそうすることによって,彼 女は自

分 自身の生活の中に新 しい世界を見いだし

たのです。

帰還宣教師たちは皆,自 己を捨 てて人々

のために働 いたことやそれが生涯最 も報 い

多い経験 となったことを人々 に語 ることが

で きると思 います。神 や人々のために熱心

に働 いている教会員はもちろんのこと,自

分の時間や財産 を惜 しまず捧 げ,そ の深 い

愛情 と犠牲のゆえにお互いや子供 たちに対

して限 りない思 いや りを注いできた両親や

伴侶 たち も,同 じような経験 をあげること

ができるはずです。

愛 は,人 間同士の争 いをなくし,恨 みな

どで損なわれた人間関係 を回復 することの

･で きる唯一の力です。 この永遠の真理 を,

うるわ しい教 えとして与えて くださつたの

は,私 たちの完壁な模範者,愛 の教 師であ

4
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騨 學単献牌 齢騨 學騨 　 舩舩｢こ のうちで最も大いなるものは,愛である｣

る力があ り,あ らゆる奥義 とあらゆる知識

とに通 じていても,ま た,山 を移 すほどの

強い信仰があっても,も し愛 がなければ,

わ たしは無に等 しい……愛はいつ までも絶

えることがない。 しか し,預 言 はすたれ,

異 言はやみ,知 識 はすたれるであろう。｣(1

コ リン ト13:1二2,8)

主 は このように教 えられ ました。｢自分 の

命 を救おうと思 う者 はそれ 牽失 い,わ た し

のために自分 の命を失 う者は,そ れを救 う

であろう。｣(ル カ9:24)奇 跡 とも言 える

このようなすばらしい状態 は,私 たちが愛

をもって人々に奉仕 の手を差 しのべるとき

に私たち自身の生活の中で起 こり得 ること

なのです。

努力次第で,私 たちは皆 そのような愛の

本質を心の奥深く植 えつけることができま

す。そしてその偉大な力は私たちの生活 を

あ らゆる面で潤してくれるでしょう。私 た

ちがその愛の力に触れるとき,ヨ ハネの記

した｢神 は愛である。愛のうちにいる者 は,

神 にお り……｣(1ヨ ハ ネ4:16)と い う偉

大な真理が理解できるようになるのです。

ホ ームティーチ ャー へ の 提 案

担当家族 との話 し合 いの中で,以 下の点

を強調するとよいでしょう。

1, 愛は子供 たちにとって安心感 であ り,
ぴ

若者 たちの心 にある願望 である。 また

結婚生活を強める絆であ り,家 庭内に

不和 を巻 き起 こさないための潤滑油 で

もある。さらに晩年 に至 っては,愛 は

安 らぎであり,死 を越えて輝 く希望 の

光である。

2.愛 は,.人 間同士 の争いをなくし,恨 み

などで損なわれた人間関係 を回復する

ことので きる唯一の力である。 それは,

私 たちが無私の心で神 を愛し人々を愛

するときに,ま た心をつ くし,精 神 牽

つくし,思 いをつくしてそうするとき

に起 こるものである。

3.私 たちが愛と感謝の気持 ちで神 に目を

向け,誠 心誠意神 に仕 えるなら,罪 や

利己心,プ ラ.イドといった暗黒は私 た

ちの中から消 えていく。 そして代 わり

に,御 父や私 たちの救い主,願 い主で

ある愛する御子への大きな愛が宿 るよ

うになる。さらに,自 分のことは二 の

次 にしてもっと人々 に手 を差 しのべる

といった,よ り豊かな奉仕の心が育 ま

れる。

4.神 の御子 は,唯 一の愛の完壁 な模範者,

教 師である。御子の地上 への降臨は,

御 父の愛 の表 われであった。愛 は,イ

エス･キ リス トの福音の真髄である。

話 し合 い を進め るため に

1.愛 の重要性 に関するあなた個 人の気持

ちや経験 を述 べる。』家族 の人々にも気

持ちを述 べて もらう。

2.こ のメッセー ジの中に,家 族 に読んで

もらった り,話 し合 ったりするとよい

聖句や言葉 はないだろうか。

3.訪 問する前 に,家 長と話 し合 ってお く

必要 はないだろうか。定員会指導者や

監督 から家長にあて られたメッセー ジ

はないだろうか。
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体験から生 じ,聖 霊 によって確認 されたこ

の知識 を得て,彼 らは｢エ ルサ レム,ユ ダ

ヤとサマ リヤの全土,さ らに地 のはてま.で,

わた しの証人となる｣(使 徒1:8)よ うに

命 じられたのです。現 に｢使 徒｣と いう言

葉は｢っ かわされた者｣と いう意味 です。

使徒 は神から選 ばれ,復 活の証人となる

よう聖 任 され(使 徒1:22参 照),そ の結

果,世 に出て行 って贈罪と復活 を大胆 に力

強く証 しました。彼 らは,賭 罪の使命 にか

かわる最 も重要な出来事 に居合わせて,そ

の出来事 をすべての民 に証するよう命 じら

れました。すべての民がキ リス トを信 じ,

罪の赦 しを受 ける用意がで きるように,そ

のとき聖霊が彼 らの言葉 を確認 しました。

パウロはエペソの聖徒 たちに,キ リス トに

関する知識は,｢御 霊 によって彼の聖 なる使

徒たちと預言者たちとに啓示 されている｣

(エペソ3:5)と 語 りました。

使徒 にはキ リス トの証人 という特別な召

しがありますか ら,神 の家族が｢使 徒 たち

や預言者 たちという土台の上 に建 てられた

ものであって,キ リス ト･イ エ スご自身が

隅のかしら石である｣(エ ペソ2:20)と い

うことがわか ります。 パウロはまた,キ リ

ストが使徒 や予言者をつかわされたのは,

｢聖徒 たちをととのえて奉仕のわざをさせ
,

キ リス トのからだを建 てさせ,わ たしたち

すべての者が,神 の子を信 じる信仰の一致

と彼 を知る知識の一致 とに到達 し, .全き人

となり,つ いに,キ リス トの満ちみちた徳

り高 さにまで至るためである｣(エ ペソ4:

12-13)と 教 えました。 このように,使 徒

たちは福音を宣言 しただけでな く,教 会の

先に立って聖徒 たちの間に一致 と信仰 を確

立させたのでした。

私たちの時代に,主 は再 び使徒 を召され

8

ま した。 この使徒 たちは,全 世 界に対 する

キ リス トの特別な証人として聖任 されてい

ますr彼 らはキ リス トの実在 と贈罪の真実

を,み たまによって確 がに知 うています。

私 たちは,.｢神 に召 されイエス･キ リス ト

の使徒 の聖職 に按手任命｣(教 義 と聖約20:

2)さ れ た証 し人ジ ョセブ･ス ミスに,と

こしえに感謝 しています。 ジョセブ･ス ミ

スは使徒 の召 しを全 うして,力 強くこう証
つ な

言 しました。｢さ て,こ の子羊 に就 きて為 さ
あげ く

れたる様々の証 の挙句,わ れら.の為す最後

の証 はすなわち 『主は実 に生 きたもう』 こ
これ

と是なり。 われ らは,彼 がすなわち神 の右

に座 したもうを見た り。 また,御 父の生 み
ひとりこ

たもう独子 なりと証 したもう声を聞け り。｣

(教義 と聖約76:22-29)

体 験 とみたまから生 まれたこの予言者の

証は世界中に宣 べ伝 えられ,聖 霊が この証

の真実 なことを,喜 んでそれを受 け入れる

いく百万の人の心 に結 び固めました。霊的

な事柄 を証明する方法 は,私 たちの時代 に

.再び示 され ました。使徒職 の召 しはジョセ

ブ･ス ミスに回復 されて以後,連 綿 として

共にあります。

私 は聖任 された使徒,キ リス トの特別な

証 人として,イ エス･キ リス トが実際 に神

の御子であられることを謹 んで証 いたしま

す』 キリス トは,旧 約聖書の予言者たちが

待 ち望 んだメシヤです。アブラハム,イ サ

ク,ヤ コブの子孫が,何 世紀にもわたって

規定通 りの 礼拝 を通 じて来臨を祈 り続 けた.

イ スラエルの望みです。

イエスは,ヨ ルダン川でヨハネからバプ

テスマを受 けて,御 父のみ旨に従われ た神

の愛する御子です。.イエスは荒野で悪魔に

試 みられながら,誘 惑 に屈 しませんでした。

救 いを得 させる神 の力である福音を宣べ,
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れを覗くことは恐 ろしいことであり,尊 敬
せんりつ

より起 こる恐怖 と愛より起 こる戦標 とを伴

う。｣(岩 波文庫聖 アウグスティヌス｢告 白｣

〔下〕第12巻 第14章17)と 評 しています。

主の教 えや徳性 は人類にとって,は か り

知れない価値 を持 っていますが,し か しそ

れは,崇 拝,礼 拝め本 当の対象であるべき

罪の贈いや死 よりの復活の副産物 として見

なければなりません。残念なことに,キ リ

ストの徳性や倫理 をあがめなが ら,そ の腰

い主の神性 を否定する人々がたくさんいる

のです。

･私 に従 ってきなさいという主の招 き揖
,

特 別な証人として聖任された人よりも大勢

に向けられています。召しは一人一 人に直

接下 り,心 に迫 ります。私 たちは対立する

意見の中間にいつまでもいられるものでは

あ りません。だれでもいつかは,こ の重大

な質問に対面 します。｢あなたがたはわたし

をだれと言うか。｣(マ タイ16:15)私 た ち

.一人一人の救いは,･こ の質問 にど.う答 え,

その答えをどう実行 するかにかかっていま

す。啓示によるペテロの答 えは,｢あ なたこ

そ,生 ける神の子キ リス トです｣(マ タイ

16:16)と い うものでした。数多くの証人

がこれ と同 じ力 によって,ま ったく同 じ返

答をすることができ,私 もその証人 たちと

共 にへりくだ り,感 謝 してそう答えます。

しか し私 たちはそれぞれに,自 分 でその返

答 をしなければな りません。 もし今 でなけ

れば,あ とで。.なぜならば,最 後の 日には

すべてのひざがかがみ,す べての舌 がイエ

スはキ リストで あると告 自するからです。

機会を永遠 に失 う前 に,正 しく答 え,そ の

ように生 きることが私たちに課 せられた課

題です。

では,証 する通 り,イ エスが確かにキ リ

10

ス トであるとするならば,私 たちは何 をし

なければな らないで しょうか。

キ リス トの至高の犠牲 は,私 に従 ってき

なさいという招 きを私 たちが受け入れて初

めて,生 活に実 を結 びます。 この召 しは見

当違いでも非現実的で も不可能で もありま

せ.ん。人に従 うということは,近 くでその

人を観察 し,そ の人の言うことを聞くこと,

その権威 を認φ,指 導者として受け入れ,

言 いつけを守ること,そ の考えを支持 し,

唱道すること,そ して彼を自分 の模範 にす

ることです。私 たちはだれで もこのチャレ

ンジを受 けることができます。 ペテロは,

｢キ リス トも
,あ なたがたのために苦 しみ

を受 け,.御 足の跡を踏み従 うようにと,模

範 を残 されたのである｣(1ペ テ ロ2:21)

と言 いました。キ リス トの教 えにそわない

教 えが偽 りであるように,キ リス トの模範

にそわない生活は誤 りであって,可 能性 の

極 をきわめることはできないでしょう。 ま

だ福 音を受 け入れていない人々 にとっては,

キ リス トに従 うとは,キ リス トについて学

び,そ の福 音を守ることです。 イエスご自

身が,福 音をこう説.明してお られ ます。

｢さ て,世 界の隅々に至る者 たちよ。汝

らは聖霊 を受 けて聖 められ,ま た終 りの 日

にわが前 に罪なしとせ られんために今悔 い

改め,わ れ に来てわが名 によりてバプテス

マを受けよ。これ汝 らに与 うる命令 な り。

われ まことに,ま ことに汝 らに告 ぐ,以

上はわが福音な り。 わが教会 に於てなすべ

きことは,汝 らすでによく知れ り。すなわ

ち,汝 らが見たるわが行 いを汝らもせよ。

これ らの ことは汝 らも行 うべ きことなれば

なり。｣(IIIニ ー ファイ27:20-21)

そ れ ぞれが,聖 典 や主 に選ばれた僕 たち

の教 えを通 じて,キ リス トのみ言葉 を受 け
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虜麗応魯
本誌の解答は問題解決の一助として与えら.

れたものであり,教 会の教義を公式に宣言

するものではありません。

聖典に出てくる｢岩｣(｢石J)と いう言

葉の象徴的な意味は何でしょうか。

解答者

ロバ ー ト･J･マ シ ュ ウ ズ

(ヴリガム･ヤング大学宗教教育学部長)

験 ある建築家な ら,土 台の しっか り

経 していない建物 は耐久力がないこと
をよく知 ってい るはずです。古代の建物 の

土台として欠かせなかった｢岩｣や｢石｣

という言葉は,聖 典の中では力 や堅実 さ,
ひ ゆ

忍耐を表 わす｢比 喩｣と して使 われていま

す。予言者たちはこのような比喩を多方面

12

にわたって取 り入れてお り,私 たち自身の

生活の基盤 として霊性 が必要 なことや,神

が確 固たるご性格 を持 っておられることを

表現するのに用いて います。

予言者たちの言葉 をよく読 んでみると,

この象徴的な言葉 の持つ深い意味がわか り

ます。.

モ ーセは,イ スラエルの神 を｢岩｣と 言っ

ています。｢わ たしは主の名 をのべ よう,わ

れわれの神 に栄光 を帰せよ。主 は岩 であっ

て,そ のみわざは全 く……主は真実 なる神

であって,偽 りなく……｣(申 命32:3-4)

また ダビデはこのように書し.)ています。｢主

はわが岩,わ が城……わが盾……わが高 き

やぐら……。｣(サ ムエル下22:2-3)エ

ノクは主が次のように言われるのを聞 きま
メ シ ヤ

した。｢わ れは救世主な り,シ オンの王な

り,… …天の岩 なり。｣(モ ーセ7:53)パ

ウロは,モ ーセに導 かれていたイスラエル

の民 についてこのように言 っています。彼

らは｢み な同 じ霊の飲み物 を飲 んだ。すな

わち,彼 らについてきた霊の岩 から飲 んだ

のであるが,こ の岩 はヰ リス トにほかなら

ない。｣(1コ リン ト10:4)ニ ー ファイは

主を｢わ が救 いの岩｣｢わ が義の岩｣(IIニ ー

ファイ4:30,35)...と 呼 んでたたえていま

す。 また族長ヤコブは,主 を｢イ スラエル

の岩 なる牧者｣(創 世49:24)と 呼 んでいま

す。 この岩 は,末 日の啓示の中でイエス･

キ リス トであることが明 らかにされていま

す。｢こ の故 にわれ汝 らの中にあり。われ は
おやいし

善 き牧者にしてイスラエルの首石な り。 こ
いわ

の磐 の上 に築 く者 は決 して倒 るるこ とな

し。｣(教 義 と聖約50:44)
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☆質疑応答

いわ

の磐の上に建 てん。 まことに汝 らもまたこ

の磐の上に建 てらる。汝 ら絶えずこの磐の

上にあるならば,地 獄の門もこれに勝 つを

得ざるな り。｣(教 義 と聖約33:12-13)同

様 に次の聖句で も明 らかにされています。

｢わ が福音なる
,わ が磐の上 に建て よ。啓

示の 『みたま』 も予言の 『みたま』 も拒む

ことなかれ。｣(教 義 と聖約11:24-25)｢見

よ,わ が福音,わ が磐,.わ が救 いは汝 らの

前にあり。｣(教 義 と聖約18:17)

忠 実 な弟子 は,人 間の知 恵という崩れや

すい砂地の上 にではなく,イ エス･キ リス

トの福音 という確 かな土台の上 に自分の人

生を築いていくで しょう。そのような弟子

は｢地 を深 く掘 り,岩 の上に土台をすえて

家 を建てる人に似ている。洪水が出て激流

がその家 に押 し寄せてきても,そ れを揺 り

動かすことはできない。 よく建 ててあるか

らである。｣(ル カ6:48)

生 け る神 こそ真実 の神 であるようにウ神

に熱意をもって仕える人 こそ真 の弟子と言

えます。ペテロは,忠 実な者 にとって主 は

｢人 には捨て られたが,神 にとって は選 ば

れた尊い生ける石である｣と 書いて います。

｢こ の主のみもとにきて
,あ なたがた も,

それぞれ生ける石 となって,霊 の家 に築 き

上げられ,聖 なる祭司となって,イ エス･

キ リス トによ り,神 によろこばれる霊のい.

けにえを,さ さげなさい……この石 は,よ

り頼 んでいるあなたがたには尊い ものであ

る。｣(1ペ テ ロ2:4-7)

この石 の持 つ権力や威力は,主 により山

から切 り出された石が転が り出て,こ の世

の金,銀,銅,鉄,粘 土 を砕 き散 らすであ

14

ろ うというダニエルの言葉の中で も明 らか

にされています。ダニエルの解 き明かしに

よれば,こ の石 は天の神 が地上 に打 ち建 て

られ る王国のことであり,そ の王国は人間

の知恵や権力によって建 てられるほかの ど

め王国よ りも長 く永遠.に残 るのです。(ダニ

エル2章 参照)

アダムまでさかのぽって先祖の系図

を謂べた入たちがいると聞きました。

そんなことができるのでしょうか。

できるとすれば,だ れでもアダムま

で系図を調べる必要がありますか。

解答者

ロバ ー ト･C･ガ ン ダ ー ソ ン

(教会系図部皇貴族関係先任研究員)

ど欝警鱒離驚慧
これまで35年 間系図を探求 してきて,い ま

だに立証 できるアダムまでの系図 というも

のを見たことがありません。仕事柄,長 年
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主な煮ガ%･を

変えた首ラ
バイオレット･M･テ イ ト

(リー･S･レ イニ ー の 聞さ書きによる)

れほど主人を愛 しているかがわかる

ど のに50年 もかかりました。
主八はアルコール中毒で,家 庭生活は悪

夢のようでした。激 しいけんかと苦渋 に満

ちた会話が絶えず,口 か ら出る言葉 は相 手

を傷つける耳ざわ りなもので した。

私たちの結婚で愛 と呼 べるものはほんの

わずかで した。家族が耐 えている辛苦のす

べてが主人の責任だと決 めつけ,や ること

なすこと悪 くとっていました。主人を怒 ら

せ,飲 酒を軽べつしていたのです。

あるとき,ホ ームティーチャーに私の ぐ

ちを聞いてもらいました。少 し話 を聞くと,

彼 は私 の言葉 をさえぎってや さしくこう言

いました。｢テ イ ト姉妹,ご 主人の良いとこ

ろも探してみてはいかがですか。 あなた方.

ご家族のために食物や雨風をしのぐ場所 を

与えてくださっているではあ りませんか。

正直に負債 を払っているのですよ。 ご主人

の良いところだけを見て,神 の平安 を得て

みてはどうでしょう。｣

で も私 にはできませんで した。主人の ト

ムが助けを必要 としていたことなど,考 え

も及ばなかったのです。 目に映るのは私の

不幸 だけでした。ひどい自己憐 びんに陥 っ

て 自分の ことしか頭 にな く,ほ かの人の問

題を思 いやることができなか ったのです。

50年 の結婚生活 を経て出した結論は,も

うこれ以上続けられない,が まんも限度 に

きてどうしよ うもないというごとで した。

私たちには希望 のかけらも残 っていない有

り様 で,神 に助 けを願 い求 めました。

天父は驚くべき方法で視福 してください

ました。私が.夢みていたよりもずっと豊か

な祝福で した。'

友 人が何年 もの間,ア ルコール中毒 患者

を持 っ家族 や友人の集いに出席するよう私

に勧めて くれていました。彼女のこ主入も

アル コール中毒 で亡 くな り,私 の苦 しみが

よくわかっていたのです。 しかし私 は自尊

心が強く,信 仰 も薄かったので,主 か ら直

接 に示 される奇跡以外 は何の助けにもなら

ないと信 じ込 んでいました。

末の娘のマデリンが私 の代 わりにその集

会 に出席 し,大 いに励 まされて帰ってきま

した。そして私 も,か すかな望みがあるか

16
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主は我が心を変えたもう

もしれないと思 うようになり,次 の集会 に

出席 して自分 で確 力1めようと決心 したので

す。

集会場 に着いたとき,見 つけたばかりの

希望 に障害が待 ちかまえてい ました。当時

私の足は関節炎のためにほとんど動 かず,

歩 くのはとうて い無理だったからです。そ

の建物の階段には私がつかまる手す りがな

くて,ど うやって階段を上がろうか思案 に

くれ ました。足の痛 みがこらえきれず,何

年間 もつぶやいて きた不幸な出来事 や批判

が再び口をついて出てきたのです。

タバコをす う人,コ ー ヒーを飲む人,す

べてが腹立たしく,自 分 の標準 に照 らして

自分 だけが正 しいと思 っていました。そこ

にいる非教会員 がどうやって私 を助 けるこ

とができるのでしょうか。

グループの指導者 が,20分 間 で自己紹介

と経験談 を話すように言 って くれたので,

何 もかも打 ち明けました。家族 がず っと悩

んできたこと,主 人が11人 の 子供 たちにか

けた苦労 などを話.しました。すべての責任

は主人にあって,す べての問題 は主人の行

動にあることを。 こんなことでは毎週教会

に行 くこともできず,よ き伴侶になろうと

思 って も無理 なことを強調 しました。怒 り

と苦痛で,私 にも責め られる点があること

にまったく気づかなかったのです。私 たち

の不幸をすべて主人の責任にして満足 して

いました。

話が終 わると,指 導者 は静 かに語 り始 め

ました。｢テ イトさん,ひ とつのことを知 っ

ていただきたいと思 います。 あなたがここ

にいらっしゃったのは,ご 主人の飲酒をど

うにかするためではないのです。何 もして
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あげられなくても,彼 はやめられるで しょ

う。 ご主人は自分でやめたいと思 い始 めて

います。あなたはあなた自身の気持 ちを落

ち着 かせるために,こ こに集 っているので

すよ。｣

彼 の言う通 りだと思いました。私が変わ

らなければならないことに気づ きました。

私が とってきた態度がいかに誤 って いたか,

そ していかに福音 を実践 していなかったか

を,そ の とき初 めて知 りました。主人が飲

酒 をやめ られ るような奇跡を期待 して集会

に参加 したのですが,不 意に,過 ちは彼 で

はなくて私 自身にあったことに気づいたの

です。聖霊 は,私 が 自分本位 で正直 になれ

ず,主 人が私 を必要 としているときに背を

向けていたことを教 えてくれました。.

我 が家のけんかや言い争いは主人ばか り

のせいではなく,責 任の大半 は私にあった

のです。

思 えばひ どい50年 でした。その歳月の:重

みがずっしりと私 の胸にこたえました。50

年 の間,家 庭 内の論争の火つけ役は私だ っ

たからです。 まったく救 い主の模範 に従 わ

ず,あ たか も傷ついた動物のように,や ら

れたらや り返 そうと目を血走 らせていたの

です。50年 かかってやっと間違 いに気づ き,

主 の道を理解 することができました。50年

以上 も教会に集いなが ら,そ の晩の集会 に

出席 して初めて,福 音が教 える愛の原則の

真髄 に触れたのです。

これは私にとって,目 ざめるまたとない

よい機会｢にな りましたd私 の心 はアルマの

ように完全に改 まりました。(アルマ5:14

参 照)恐 れ とわが ままな心が消 え,自 分 の

弱さを思 うにつけ,今 まで怒 りをぶつけて

.-
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分類にとらわれす8ζ脚 θζ渕 θa㌍ β8脚8ζ"θa2θ θ2脚8a2創 βa捌 βa㌍ βa脚 βζ脚 磁 脚 θζ㌍

報 いのある結婚 や家庭 生活 には,赦

しや励 まし,譲 歩 とい うある種の技

術 を伸 ばす必要性が あ ります。

て,私 が生涯になすべきごとは結婚 するま

で待っ必要がないことがわかりました。福

音を実践するときは今 なのです。 いつの日

か私の人生 に夫 や子供が加 わる とき,到 達.

す る方法は違 っても基本的 な目標 は変 わら

ないこζで しょう。

しかしながら,独 身女性 として私がこの

万人 に共通 の目標 に至 るためにとる方法 は,

結婚 している友人たちのそれ と.はいくつか

の点で違 うはずです。共通 の目標 とは言 っ

ても,独 身者の生活はチャンスと同 じくら

いチャレンジがあるからです。私 はこのふ

たつを理解 してからは,結 婚生活にあこが

れることはあっても落胆することはなく,

物事 に集中できるようにな りました。

私 は長 い間,独 身者にとって一番のチャ

レンジは第二の戒 めを守 る方法を見つける

ことだと思っていました。家族 には永遠 に

殖える属性 があり,そ の枠組の中での生活
ロ

にはキリス トの純粋な愛の賜が必要です。

第三者的な見方をすれば,家 庭生活 は人を

清め,み が くホい経験 であ り,個 々の我を

克服する助けになると思 うのです。実際の

ところ,惜 しげなく愛 し,進 んで犠牲を払

うことが求められます。夜中の2時 に,疲

れた両親 がせめて もう1時 間眠 りたいと

思 っても,お なかをすかした赤ん坊が じっ

と待 ってい られる訳がありません。夫婦間

のもつれに して も,部 屋 を別 にしたり,別

居 した りという単純なことでは解決 しない

のです。報 いのある結婚や家庭生活 には,

赦 しや励 まし,譲 歩 というある種 の技術 を

伸ばす必要 があ ります。

親は,自 分 を頼 りにする子供たちの幸せ

のためには どんな犠牲をも払 うことを主か

ら期待 されています。結婚 して いる友人た

ちもこのことをよく承知 してい.ます。 しか

し私たちは,主 が自分 に.も同じような期待

をかけてお られることをつい忘れてしまう

のです。私 たちのすぐそばに,常 識的な目

では見えない人間の欲求がいろいろな形で

存在することを見落 としが ちです。事実,

どの地域社会で も飢 えた子供,'孤 独 な老人,

落 胆 している.人を抱 えています。そこで私

のチャレンジは,独 身 という個人的な事情

を暉越 して,主 が全人類 に与えられた戒め,

す なわち人 に愛 と奉仕を捧 げるための方法

を探すことです。

独身者 は社会 に対 して大 いに貢献 できる

と思 います。家庭生活にエネルギーを使 う

疹要がないので,既 婚者たちの手が及ばな

い人々,母 親 や父親 のない子供 たちに手を

差 しのべることができます。.夫婦がお互い

に, .あ るいは子供を通 して得 られる心豊か

な喜 びは,す べての独身者 にも受け られる

のです。 なまやさしいことではないでしょ

う。 しかし私 たちが人を愛 し,人 のために

働 くとき,必 ず愛 と喜びの賜がもた らされ

るのです。

22
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奉 仕 が

もた らして

くれ るもの

中央扶助協会会長会との

対談から

出席 者

バ ーバ ラ･B･ス ミス姉妹

(会長)
マ リアン･R･ボ イヤー姉妹

(第一副会長)

アン･ス タタLド･リ ース姉妹
(第二副会長)

注:こ の 記 事 は,バ ー バ ラ･B･ス ミ ス

1姉 妹ならびに彼女の2名 の副会長が解任さ

1れ る以前こ作られたものである。スミス姉1

妹は映 扶脇 飴 長の蹴 ほぼ10年務め
多.マリ ア ン･R･ボ イヤ ー 姉 妹 は/978年/1月

§
か ら,ア ン･S･リ ース 姉 妹 は1983年10月
§
から,そ れぞれ第一副会長,第 二副会長の
§

1任 にあった。この3名 の解任に際し,ゴ ー
§

薯

｣§

1だ さいました.､

この対談は,1日 会長会の働きに感謝の意

を表するとともに,彼 女たちによって築か

1れ た伝統とスピリツトがバーバラ'w'ウ

1イ ンダー姉妹を会長とする新会長会に受け

1継 がれていくことを考慮し,こ のまま掲載1

することにした。

§

ドン･B･ヒ ンクレー第二副管長は次のよ

うな賞賛の言葉を送っている。｢こ の3人

の姉妹は在任中,特 筆すべき働きをしてく

§

§

§

§

§

§

§

ミ

5

無 い晒__い 楠駒のい晒脇の_____購 の魂
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編 集委員:女 性が今 日の様々なチャレン

ジに対処 して いくうえで,扶 助協会はどの

ような助けができるでしょうか。

リース姉妹:扶 助協会 は女性 と女性 の所

属する家庭や家族 を強めて く.れる組織です。

また女性 が教養 を深め,.地 域社会 における ㌧

慈善奉仕を積極的 に行 なえるよう助け,女

性たちが今 日の世の中にあって安 らかな喜

びあふれる生活を送れるように導 いて くれ

る組織です。

スミス姉妹:扶 助協会の教育プログラム

は,女 性 が精神的,情 緒的,知 的,社 会的

チャレンジに対処 していけるよう計画され

ています。 また レッスンはどれ もみな福音

の原則 に基づ いています。この福音の原則

は,文 化の違 いや理解力の程度にかかわら

ず,す べての女性 に関係あるものです。レッ

スンの中では,原 則や概念の応用 が強調 さ

れてお り,女 性 が模範 によって福音を教 え

ることができるようになっています。

編集委員:今 の世 の中では,自 分に必要

なもの,つ まり自分 がどう思 い何 を望 んで

いるかといったこζが重要視 されているよ

うに思 います。末 日聖徒の女性たちが もっ

とその先に目を向け,奉 仕する責任 につい

て思 いをはせ.ることができるようになるに

は,扶 助協会 として どんな助 けができるで

しょうか。

スミス姉妹:ま ず第一 に,私 たちは扶助

協会 を通 して,生 活のあらゆる分野で才能

を伸 ばしていくことができます。 そしてそ

の才能 を伸 ばしていくときに,私 たちの奉

仕の能力はおのずと高められていきます。

第二に,扶 助協会 は私 たちにどのように奉

仕 したらよいかを教 えてくれます。扶助協

会の手引 きの中でも指摘 されているように,

扶助協会 の主な目的の中には｢貧 しい人,

病 人,不 幸 な人の世話をすること,不 幸 の

あった家族 を援助する｣(p.1.)と い うも
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人,祖 父母 や親戚,仕 事の同僚 といった自

分が自由に動けるところから始めていくと

よいと思 います。大切 なことは,愛 をもっ.

て｢毎 日｣だ れかに奉仕の手 を差 しのべ る

ことです。場合 によっては,私 たちの愛 の

込 もった努力がむだに思えるようなときが

あるかもしれません。･しかし,愛 がむだに

なるということは決 してないのです。愛 す

る相手が小 さな子供 であって も,ひ と り

ぽっちの姉妹であっても,だ れで も同 じで

す。私たちの心をみがいてくれる愛の力 は,

愛 する相手が私たちの愛 に報 いるかどうか,

感謝 するかどうかに左右されるものではあ

りません。私 たちは愛するときに成長 して･

い くのです。

ボイヤー姉妹:ど のような状況にあって

も.,姉 妹 たちはみな家庭で奉仕することが

できます。たとえば,私 たちの中央扶助協

会の書記 をして くださっている姉妹 には子

供がいませんが,彼 女はよそのお子 さんを.

愛 し,そ の手助けをしてい.ます。今 こう じ

て私たちが話 している間も,彼 女は姪 と姪

の生まれて間もない赤ちゃんと3歳 の男の

子の世話 をしています。 日頃常 に｢人 のた

めに何ができるか しら｣と 考 えられるよう

であれば,私 たちは正 しい行動 をとってい

ることになります。 ひとり暮 らしの女性 で

も,き っと自分 にしか与 えられていないす

ばらしい祝福 に気づくことができるはずで

す。

編集委員:母 親業 と仕事を兼任せざるを

得ない未亡人や離婚 した女性はどうでしょ.

うか。彼女たちに対 して,扶 助協会 はどん

な助けができるでしょうか。

ボイヤー姉妹:私 たちは,女 性を どんな

状況 にも対処 していけるよう備 えさせるた

めに,で きるだけのことをしなければな ら

ないと思っています。私 たちは,こ れといっ

た十分 な訓練を積んでいない姉妹たちが,

26

家 族 を養 っていくために大変な経済上の問

題 にひとりで取 り組んでいるのを知 ってい

ます。また自分の力 だけで子供 たちを育 て

ている女性が大勢いることも知 っています。

彼女 たちは,つ い数年前私たちが必要 とし

ていた知識の何倍 もの知識を求 められてい

るのです。ホームメーキ ングの集会 では,

女 性たちがク レジットの上手な利用 の仕方

や予算の立て方,簡 単な家屋 の修理 などの

実技 を身につけられるよう配慮 しています。

編集委員:家 にいて子供の世話をすると

いうのは,理 想 だと思 うのですが,何 らか

の理由 でそれに.満足 できない姉 妹たちにつ

いてはどうで しょうか。彼女たちはどうし

たら扶助 協会 の計画 に適 応 して いけるで

しようか。

ボイヤー姉妹:ひ とりで住んでいようと

10人 家族 だろうと人数 に関係なく,だ れに

で も家庭 はあ ります。そ して どの家庭 も,

訪 問した友達 が愛 と温かさを感 じとれる,

.整った心地良い学びの場 であって.ほしいと

願っています1ひ とり住 まいだからといっ

て,い つもひと りで過 ごす必要 はないので

す。 そのような家庭 は,そ こを訪れる多く

の人々にとって祝福 ともなるのです。

編集委員:姉 妹たちがお互いに助 け合 う

うえで,家 庭訪 問 はどのよう に役 立 つで

しょうか。

リース姉妹:私 は;家 庭訪問というのは

組織 として私たちに与 えられている最 も力

強いプログラムのひ とつであると.思ってい

ます。.教会のすへての女性 には,訪 問教師

として働 く特権 と機会が与えられています。

訪問教師が担当の家族 に福音のメッセージ

を携 えて行 き,彼 女 らの必要 に応 えられ る

よう努力するとき,そ れ はその人本人の成

長 につなが ります。女性 というのは,話 し

相手が欲 しくなるときが よくあるものです。

家庭訪問はそうした必要 を満 たしてくれま
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愛する相手が小さな子供やひとりぽ

っちの姉妹であっても,愛 がむだに

なるということは決してないのです。

lll川ll川llllllllllll【lllllll川llllllli田ll川Illlllllll開II川Illll川lllil

す。 また家庭訪問プログラム1ま,改 宗 した

ばかりの姉妹 を歓迎 する重要な役 目を担 っ

ています。担当家族 に対 し常 に心 を配 って

いる人は,普 通 は見過 ごされて しまうよう

な事柄 にもよく気がつくものです。

スミス姉妹.:姉 妹 の皆さんは,自 分が最

も良い影響 を与 えられると思う人を担当家

族 として迎 えられるよう祈 っていただきた

いと思います。 また訪問教 師が担当の姉妹

の必要に応える際 に,主 のみたまを受けら

れるよう祈っていただきたいと思 います。

私たちにはそうする責任 とお互いに奉仕 し

合うときに主が必ず助 けて くださるという

ことを知る特権 があるのです。家庭訪問が

充実 し,成 功を収めている所では,扶 助協.

会 やほかの教会 の集会への出席 もよく.,よ

り多くの人々が福 音の祝福 に浴 し℃いるこ

とがわかっています。

編集委員:家 庭訪問プログラムで,最 近

どこか変更されたところがあるで しょうか。

スミス姉妹.:は い。 これ まで扶助協会 の

会長は,訪 問教師から毎年一定回数,口 頭

による報告 を受けるよう指示 されていまし

たが,最 新 の手引きでは,特 に回数 は指定

されてい.ません。地元 の扶助協会会長 は,

訪 問教師か らどのようにして姉妹 たち一人

一人の必要 を知 らせてもらうかまたその必

要を満 たしていくにはどうすればよいかを

考えなければな りません。 また訪問教師 と

の面接 をどれ くらいの割合で行 なうかも,

28

会 長 自身が決.めるようになっています。 も

ちろん特別 な問題がある場合 は,会 長 が訪

問教師か ら直接速やかにその旨の報告 を受

けるべ きです。扶助協会の指導者たちには,

家庭訪問の書面 による報告 だけでな く,口

頭による報告.の大切 さも認識 してほ しいと

思います。

編集委員:こ ごで,扶 助協会の もうひ と

つの面に目を向 けてみたいのですが。教会

の女性が ほかの女性 と比較 してとても前向

きの考 えを持 っているという理由で,教 会

に来る京性 がいるということですが,こ う

したすば らしい違 いはどこか ら来 るので

しょうか。

スミス姉妹:何 度 も言 うようですが,そ

れは私 たちが携 わっている奉仕 のおかげだ

と思 います。最近訪問 したあるステーキ部

の女性たちは,.み んなで協.力してひとつの

計画 を実行 しようという話が出るま.で,そ

れぞれがいろいろな問題 に悩 んでいたとい

うことでした。彼女 たちが一致 してその計

画 に携 われるようになって,そ うした協力

の精神 からすば らしい姉妹 愛が生まれてき

ました。 自分 を捧 げるその ときから,私 た

ちは幸福感 にひたることができるのです。

そして自分 の周 りに安 らいだ,幸 せな雰囲

気が漂 っていると,人 々はそれに気づいて

くれます。

幸福 になるための もうひとつの鍵 は,強

い決意 と達成感 壷持 つことです。主は私た

ちに変化 に富んだ世界 をお与えにな りまし

た。 またいろいろな人を造 られ,そ れ ぞれ

異なった状況 に置かれ ました。私 たちは皆

それぞれ異なった賜,可 能性 を持 っていま

すが,イ エス･キ リス トの福音は私たちの

生活すべての基本 でなければなりません。

私 たちには,現 在置かれている状況を越 え

て,キ リス トのような生 き方 をするための

力があるのです。
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不都合なときに多い本当の奉仕

はきょうソル ト.レーク･シ ティーへお帰 り

ですか｣ .と尋 ね,私 は｢は い｣と 返事 しま

した。｢4時 の便 でお帰 りですか｣と 聞 か

れ,そ の通 りですと答えると,彼 女 は｢お

願いがあるのですが,よ ろ しいでしょうか｣

と言いました。私 は終 えたばかりの日程 を

ちらっと思い浮かべ,疲 れた体にほんの少
ズ

しでも休憩がほしいと思いました。 きっと

親戚 に手渡すものを託 したいのだろうと考

えました。私 はやむを得ない場合以外,手

荷物を預かるということをしないのです。

彼女 に頼 まれ る荷物は,も しや機内に持 ち

込めないものではないだろうかと思案 しま

した。手荷物引き取 り所で待 つことを考 え,

どこまで運 ばなければならないのか とも思

いました。 しかしそれは一瞬で,い つもの

ように,み た まがむなしい言い訳をそっく

り脇へ押 しのけ,私 は奉仕 を第一 とする指

導者らしく返事 をしました。

｢は い,で きることでしたら喜んで。｣す

ると婦人は言いました。｢孫のフィリップが

半月ほど私の もとにいるのですが,ソ ル ト

レーク･シ テ ィーまでご一緒 させていただ

けませんか。2歳 半です。母親が空港に迎

えに出 ます。｣私たちはロサンゼルス空港 で

待ち合わせることにし,空 港 でフ ィリップ

と会いました。飛行機 に乗る直前 になって,

婦 人は私 に言 いました。｢こ の封筒ですが,

ど うぞ飛行機の中で読 んで ください。｣そう

言われた訳は,あ とになってわか りました。

私がフィiノップ と飛行機 に乗 り込み,ポ

ケットから手紙 を出 して封 を切 ると,そ こ

にはこのようなことが書いてあ りました。

｢敬愛するフェザース トーン長老
,フ ィ

リップをソル トレーク･シ ティーまでお連
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れ くださいますこと,あ りが とうございま

す。感謝 申しあげます。母親が出迎えるは

ずですが,万 一来てお りませんで したら,

このようにしてくださいませ。｣

それからこうも書 いてあ りました。｢飛行

機 に乗 られてからと申しあげたのは,厚 か

ましいお願いをふたつ もする勇気が私 にな

かったからでございます。実 はフィリップ

の兄の リッキーがユタ大学病院 に入院 して

お ります。 日に何度 も発作を起 こします。

お医者様 も手 を尽 くしてくださいましたが,

それでも治 りません。 もしできました ら,

病 院に寄 って リッキーに祝福 をしていただ

くわけには参 りませんでしょうか。｣

ソル トレーク･シ ティーに到着 する と,

私 たちの出迎.えはだれもいませんでした。

空港 の長いター ミナルを歩いて行 く間 も,

フ ィリップに声 をかける人はいませんでし

た。私たちはエスカ レーターで下へ降 り,

手荷物引き取 り所 を通 りすぎて通 りに出 ま

した。私 は結婚以来 おか しなことをときど

きして きましたが,ス テーキ部大会から2

歳半の男の子を連 れ帰 ったら妻 は何 と言う

だろうかと思 いました。

フィリップと立ち止 まって少 しあた りを

見まわすと,ち ょうぜ彼 のお母 さんが車を

運転 して来て私たちのそばで止 まりました。

空港 までの途 中,交 通が渋滞 していて遅 く

なったので した。.やさしい母親は とて も親

切で,う れ しそうなフ ィリップと荷物全部

を車に載せ.ました。

それから少 しののち,私 はユタ大学病院

の小児病棟 にいました。1室6名 ほどの子

供がお り,掃 除夫が床のモ ップがけを済 ま

せ ると部屋 を出て行 きました。あとに残 っ
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不都合なときに多い本当の奉仕

たのは6人 のかわいい子供 たちと私 だけで

した。

私はリッキーのベ ッドを確 かめ,そ ばへ

行きました。｢私 の名前 はボーン･フ ェザー

ストー7と 言います。私がたった今,だ れ

と会ってきたかわかるかな。｣｢う うん,わ

からない。｣｢き ょう,ロ サンゼルスから帰っ

て来たんだけど,君 の弟の フィリップを家

に連れて来たよ。私がここに来るって,フ ィ

リップに話 してある。｣リッ.キーはま把4歳

でしたが,目 に涙があふれ ました。弟がな

つかしいのです。

私 はそれ か ら彼 に言 い ま した。｢リ ッ

キー,私 はスペ ンサー･W･キ ンボール大

管長の友達 なんだよ。 キンボール大管長 は

リッキーを愛 している。キ ンボール大管長

は予言者だ。君のおばあさんが リッキーを

祝福 してくださいと私 に言われたんだけれ

ど,手 を頭 め上 に置いて祝福をする という

の はどんな ことか,リ ッキーは わか るか

いP｣彼 は｢'う ん｣と 答 え ま した。｢リ ッ

キー,君 はイエス様 が生きてい らっしゃる

と思 うかい。｣｢は い｣と いう返事で した。

｢イ エス様 はリッキーを愛 していらっしゃ

るのがわかるかな。 イエ ス様は君の病気が

治せるということ,知 っているかな。｣彼は

｢は い｣と 答えまし.た
。それから私 は聞き.

ま した。.｢リ ッキーは,病 気が治るように,

私 から祝福を受けたいですか。｣彼は｢は い｢

と言いました。

私は両手を頭にのせ,リ ッキーに祝福 を

施 しました。病室 にお もレろいことが起 こ

りました。ほかの子供 たちが遊ぶのや泣く

のをやめて耳 を澄ましている様子なのです。

祝福 が終 わると,私 はポケッ トから自分

32

の名前が書 かれたニス塗 りの小石 を取 り出

しました。 どなたかからいただいた物です。

母親 が来 られた とき.に私の来 だことがわか

るように,そ の石 をリッキーにあげ ました。

それか ら2.年 後,私 が テネシー州キ ング

スポー トステーキ部 を訪問した ときのこと 』

です。大会が終 わってか らひ とりの若 い母

親がやつて来 ました。 そしてフィリップの

世話 を頼み,祝 福をお願いしたのは自分で

す と言い.,｢祝 福 の結果 をご存 じですか｣と

聞かれ まレた。 わか りませんと答 えると,

彼女 はすばらしい奇跡のことを話 してくれ

ました。｢リッキーは長老の祝福 を受 けてか

ら一度 も発作を起こしていません。｣

フ ィリップを家まで連れて帰 るのは気楽

なことではあ りませんで したし,ユ タ大学

の医療 センターへ行 くのも楽なことではあ

りませんで した。しか し,そ れはイエスが

望 まれることで した。奉仕するときは,い

つも｢イ エ スならどうされるだろうか｣と

考 えなければな りません。

先 日私は親 しい友人から,父 君が亡 くな

られたという電話 を受 けました。お悔やみ

を述べて葬儀の 日取 りを尋 ね,自 分のカ レ

ンダーを見てか ら,私 は書いました。｢御 尊
.
父 の葬儀にぜひとも出席 してお別れ したい

し,母 君にもじかにお会い してお悔やみを

申しあげたいのはやまやまです。 しかし仕

事 で旅行 に出 るところな もので,.当 日は
.
め つたにないほど忙 しいのです。｣すると彼

は言 いました。｢そ うですか,ご 多忙でなけ

ればお話 を頼 もうと思 っていたのですが。

父はご無理のないように,ご 都合がつくな

らお願.いせ よ と生 前言 って お りましたか

ら。｣そのとき,た ちどころに全部の 日程 が
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67年 は 私 が い ろ い ろ な 面 で 大 人 に

19 なった年,私 の人生の転換期であっ
たように思います。当時私 は15歳 で,1月

になって私たちは母 に6番 目の子供ができ

たことを知 りました。私たちは皆大 きな喜

びに包 まれ ました。 もちろん母はそれ以上

の喜 びようで した。

ところがある日,突 然母が流産 しかけた

のです。父は母 を病院に連れて行 きました。

母 は病院で,流 産を防 ぐための非常 に強い

薬 を投与され ました。父は医師から薬で流

産 は防げても,胎 児の方の知能か身体 に障

害め出る恐れが多分 にあることを聞かされ

ていました。

父はこのことをだれにも話 しませんで し

た。 もちろん母 にもです。 そうした重圧か

らか,父 はすっかりふさぎこんでしまいま

した。当時父 は教会に不活発で,自 分 を支

えていくだけの信仰がまったくあ りません.

で したゐ母は母で元気がなく,妊 娠中ずっ

と寝 たきりの状態 でいなければならないこ

とがわかると,ま すます落ち込んでいきま

した。

私 には,家 の中の悲 しみが痛 いほ ど伝

わって きました。 そして一番年上 として,

何 とかしなければ という気持 ちにな りまし

た。しかし実際 どうしたらよいのかわか り.

ませんでした。

そこで私 は,ヤ コブ書1章5節 の神 に知

恵を求めるようにという言葉 を思い出 し,
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15磯:視 福の鐸

強い願い を神 様が ご存 じである ことが わ

かったというのです。そしてその願 いがき

かれ,ど こに も欠 陥のない丈.夫な女 の赤

ちゃんが産 まれ ることもわかったというの

です。私 は母 にそのようなことを全部話 し

た覚 えはありませんが,母 がそうしたこと

を知 りたがっていたのを主はご存じだった

のです。

5月18日,わ が家 に無事女の赤 ちゃんが

誕生 しました。 ところがそれから2週 間後,

母 は再び病院に戻 ることにな りました。 ひ

どい出血があ り,も う2週 間ほど入院 しな

ければならなくなったのです。

ほかの15歳 の女の子たちと同 じように,

私 にもロマンスや結婚 の こと,そ して赤

ちゃんのことなど自分 なりの夢や考 えが あ

りました。 しかしそれらは,当 時自分 が直

面 したことに対 しては何の備 えにもな りま

せんでした。私 には父親のほか に4人 の子

供たちの朝食,昼 食,夕 食作 り,洗 濯,そ

れに産まれて2週 間 目の赤ちゃんの世話 と

いう大変 な仕事 がで きたのです。

とてもできないと思ったときも何度かあ

りました。 しか しそうしていくうちに,赤

ちゃんと私の絆は強 まり,ま るで自分 の子

供のように思 えてきたのです。ある日,ワ ー

ド部 の姉妹 たちが何人かやって来て,し ば

らく赤ちゃんを預か ってあげようと申し出

てくれました。 しかし結局 は,最 後 まで私

たちだけで赤 ちゃんの世話 をす るこ とに

なったのです。私 は姉妹 たちに,赤 ちゃん

を預けたくないので早 く帰ってほ しいと命

.令口調 で言いました
。(どうしてそんなこと

をしたのか,自 分で もわか りませんで した)

あ とになって,母 は来てくれた姉妹 たち全

員 に電話 をし,私 が どんなに疲れていたか

またあのように失礼なことを言 うつもりは

なかったことを伝 えてくれました。

母が退院 して来たときはどんなにうれし

かったか知れません。母が久しぶ りに目に

した赤ちゃんは,も うまるまると太 ってい

ました。(そ れというの も,私 は赤 ちゃんが

泣くたびにお腹がすいているものと思い,

ミルクばか りあげて いたのです)そ んな私

でしたが,家 族はなんとか全員無事 に生 き

のびてくれました。

その赤 ちゃん も今では16歳 ですが,.長 い

間家族 の慰 醐,喜 びとなってきました。`7

歳 の とき,彼 女はお小遣 いをため,51セ ン

トを父にプ レゼ ン.トしました。.そして,医

者.に行 って酒 とタバ コをやめる方法 を相談

するように父 に言ったのです。 これが父の.

生 活を変 えるきっかけとな りました。現在,

父 と母 は神殿での結び固めを受け て6年 目

を迎えています。 ひざまずいて,家 族 とし

て結び固められたあの経験は,何 にもかえ

がたいすばらしいものとな りました。

*ブ レンダ･マ ルチネス:1児 の母,カ リ

フォルニア州オレンジ在住,ワ ー ド部母親

教育教師
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不承不承 そうしました。その晩ひどくがっ

かりして,涙 ながらに 日記 にこう書 いてい

ます。

｢とて も悲 しく
,気 がめいってしまう。

自分の決心 について何度 もお祈 りして,.福

音が真実であることを確信 している。 ジ ョ

セブ･ス ミスは予言者であ り,現 在 も生 け

る予言者がいるこ.とを知 っている。教 えら

れたことをすべて信 じ,心 か らバプテスマ

を受けたい。それ までは決 して私の魂 に安

らぎがないことを知 っている。 自分 が召 さ

れていることを,そ してまたその段階 を踏

まなければ完全 に幸福になれないことを承

知 している。｣

真 剣な気持 ちで書 きました。神が私の行

く手を導 いてくださっていると感 じました。

是非バプテスマを受 けたいと思 って帰宅 し

た私 に対 して両親は,教 会員に無理 やり丸

め込 まれて しまったと思 い,あ らゆる手 を

使 って私 に思 いとどまらせようとしてきま

した。恐 ろしいことに私 は両親 に屈伏 して

しまい,教 会の友人たちとはまったく接触

を断ち,証 も消えて しまいました。当時の

私は末 .日聖徒 とはかかわりを持 ちたくない

と思 い,も はや教義 も信 じていませんで し

た。 それで も｢静 かなる細 き声｣(教 義 と聖

約85:6)は 相 変わ らず私 に日記 をつける

ように語 りかけていました。.あるとき私 は

次のように書 きました。

｢む なしく満 たされない思い
。何 かを失 っ

て しまったようだ。何かをつかみたいとい

うこの思いは何 だうう。私 は迷 って いる。

心から道を必要 としている。私 の証は砕か

れてしまった。 カ トリックの信仰 にすが り

つこうとしている私。 どうすればよいのだ

ろうか。｣

た とえ完全な祈 りとは言 えなくて も,主

38

は私 の願 いを聞いてくださいました。友人

がケベ ックから電話 をしてきて,ど うして

いるかと尋ねてくれたのです。努めて自分

の気持 ちを隠 していたのですが,彼 女は事

情 を察して私 に教会へ行 くように説得 して

きました。とうとう私は彼女 に,も う信 じ

ていないので教会 とはかかわ りた くないと

告 げました。友人は私 の言い訳を見抜いて,

私 には証があると言 うのです。証 をよみが

えらせるだけで十分だと言うのです。私 を

とて も愛 していて,.是 非正 しいと思 うこと

をしてほしいと言いました。 しばらく話 し

ていましたが,最 後に彼女は 日記を開いて

書いてあることを読み返すように勧めまし

た。そこで勧められるままに,そ の晩 日記

を開いて読 みました。私の胸 に伝わ るもの

があ りました。 どうして も祈 らなければと

強 く感 じるのです。祈 って読み進む うちに,

聖霊 からの安 らぎと慰めを受けました。主

は私が心 から信 じたいと望 んでいたことも,

行 く手にたくさんの障害を抱 えていたこと

もご存 じだったのです。

翌 日,両 親の願いに逆 らって教会 へ行 き

ました。私はひどく臆病 にな っていました

が,ワ ー ド部 の姉妹 たちが訪問者 と見て,

歓 迎 してくれました。眠れぬ夜 と長 い議論

が何 日も続 きました。 とうとう私はバプテ

スマ を受 けま した。私が本当に必要 として

いた助 けは日記 を通 して与え られ ました。

私 は自分 にこう言いきかせ ました。｢感じる

ことが必要 なんだ。 さもないと書けないの

だか ら。｣たとえ信 じていなくても,主 はそ

のときどきに感 じたことを書 き記すように

勧めてお られるのです。私は 日記によって

救われました。それが主 と私 との交通の手

段であ り,主 か ら来るものを信 じなければ

ならないと思 っています。
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一 ム テ ィ ー チ ャ ー は
,割 り 当 て られ

ホ た家族 に対 して霊感 を受けるという
話をよく聞きます。我が家 の数年前の経験

には,実 にその祝福 がはっき.りと表われて

いるものと思います。

大学の学期が終わ り,夏 期のアルバイ ト

で家のペンキ塗 りをやっていました。夜 は

インスティテユー トめクラスで教 えていま

した。我が家 はちょう.どその頃,7人 家族

がゆった りと乗れる念願の大型車を買 った

ばか りでした。

ある晩私がインスティテユー トへ行 く準

備を している.と,当 時3歳 と5歳 の娘たち

がふたりとも腕 を真 っ白にして家の中にか

けて来 ました。ふたりがそれまで何 をして

いたのか考 えも及ばなかったので,小 麦粉

でもいたずらしたのだろうぐらいに しか思

いませんでした。とっさに,腕 の白い物が

したたり落 ちているのに気がついた瞬間,

何 があったのか事情 が飲み込 め ま した。

使 っていない油性 の白いペ ンキ缶を車の中

に置 きっぱなしにしていたのです。 こてい

ねい.に,幅 広のハケまで横 に置 いて。幼い

娘 たちは缶 を開けて中 を見 ると,.天 井か ら

床,座 席 まで車の内部 をペンキだらけにし

てくれたのです。

目の前のひどい光景 に声 もなく立ちっく

している私に,娘 のひとりが笑顔で話 しか

けてきました。｢ね えパパ,す て きな車 で

しょ。｣私はなるべ く心 を落 ち着 けると,.娘

た..ちを抱 えて風 呂場へ行 き,妻 を呼んで子

供 たちを洗 ってもらうことにしました。私

の方 は車の手入れをするはめになりました。

ちょうどそのとき電話のベルが鳴 り,受

話器 を取 った私 は少 しいらいらした口調で

｢も しもし｣と 言ったのです
。受話器 の向

こうから聞 こえてきた声はこう言 いました。

｢マ ッキ ン トッシュ兄 弟 で す か。お宅 の

ホーム ティニチャーのワイルダ兄弟です。

あなたとご家族が どうしていらっしゃるか

40
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謬エ醐 ≧鯛馴一
'ど潔 騨 纏 驚鷲
ゆ'し ん ぱい

油がなくなってしまいはしないかと,心 配そう
め と

にランプに目をやりました。戸だなのビンには
かい あぶら

あと/回,ラ ンプをいっぱいにするだけの油し

かないのです。
ひ かあ

ラ'ンプの火のゆれがおさまると,お 田さんは
しら

またのこっているものを調べ
はじ おお

始めました。大きなさと
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に,婁 の養朝はもうありませんでし
すこ まえ

た。少し前,う えたインディアンの

象籏に,た くさんのこなや,さ とう

や,べ 一コンや,ジ ャが イモをあげ
とう カあ い

たとき,お 父さんはお田さんに言い
しんぱい

ました。｢心 配 しないでいいよ。/
にち か みせ い

日か2日 かけて店まで行って,も う
すこ か

少し買ってくるから創ところが,そ
すこ とう びょっ き

れから少ししてお父さんは病気にな

ってしまいました。奮旨｢1自 か2
か

日したらよくなるから,そ うしたら
カ い い

買いに行くよ｣と 言っていましたが,

鴇受はだんだんに慧くなるようでし

た 。

おとっと お

ジェ ドは,ふ たりの弟を起こさな

いように,そ っとベッドを由てお笛
毎 機 甲言

　 サ
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さんのそばに行き,や さしくかたに
て い

手をおきました。ジエ ドは言いまし
かあ たい

た 。｢お 田 さん,な か ないで。大 じ
なん

ようぶだよ。何とかできるよ剣
かあ ちい こえ

｢ジエ ドIJお 田さんは小さな声

い お カ

で言 いま した。｢起 きていた の。買

い暢に合けたらいいんだけどねえ。
カわ かあ た

川をわたるときお田さんが手つなを

痔っているから,お 箭,騰 の嶺を箭

に尚けていられるかいg

｢うん ,で きる創 ジェ ドはゆうか

んに蓉えました。でも,米 讐はこわ
かわ かか

かったのです。川があまり深くない
なつ カあ た とっ

夏,お 田さんが手つなをとり,お 父

さんが騰の螢を箭に尚けているとき

だってこわかったのですから,こ わ

押q'
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あ し

のキスをしました。ジェドは足にま

くクマの毛隻と,が たにかけるキル

ト,そ してお登に食べるパンとくだ
あつ

ものを集めました。
かわ ひ

川にさしかかったのは,ま だ臼が
たか かわ なが

高くならないうちでした。川の流れ
み おと き

を見,ご うごうという音を聞いて,

ジェドはまた こわくなりました。
かあ み

お田さんは,や さしくジェドを見
かあ

ました。お田さんには,ジ エドにと
かわ し ごと たい

って川をわたる仕事が大へんなこと

はわかっていましたが,餐 暢を季に
い ほう

くれるにはこうするよりほかに方ほ

うがなかったのです。｢わ たれるか
ば しゃ

い 早｣｢も ちろん剣ジエ ドは馬車か

らとびお りま した。でも,ジ エ ドが

焔の壬季に血つと,と つぜん陥 まも

のすごい菩をたてて鑑れだしたよう
おも

に思えました。ジエドのむねははや
な

がねのように鳴り,ジ エドはやっと
うま せ なか

のことで,馬 の背中にまたがりまし

た。
おも

ジエドは思いました。｢だ めだ,

とてもだめだ切でも,く じけそうに
よる

なったとき,き のうの夜おいのりし
かん やす き も お も

たときに感じた安らかな気持ちを思

46

だ うま うえ

い出しました。ジェドは馬の上でま
てん とう さま

たおいのり しま した。｢天 のお父様,

たす

こわくないように助けてください。

螢室iに茄をわたれるように,筋 けて

ください射
き も き

すると,こ わい気持ちは消え,む

ねが ドキドキするのもおさまりまし
かわ

た。それに,川 もたけりくるったけ
おと

もののような音はたてなくなりまし
うま かわ はい とう

た。馬が川に入ると,な んだかお父

たす

さんがそばにいて,助 けて,み ちび

いて,あ あしなさいこうしなさいと
おし

教えてくれているみたいでした。と
あし みず

きどき足に水がかかりましたが,ち

っともつめたくありませんでした。

憩ったより學く,騒 は尚こう澤1こ
つ

着きました。
ば しゃ｢よ くやったね創ジェドが馬車に

かあ い

もどってくると,お 田さんが言いま
かあ あし

した。お田さんは,ジ エドの足にク

マの毛隻をまき,か たにキル トをか
とう

けてくれました。｢お 父さんみたい

にじようずだつたよ剣
かあ みせ

まもなく,ジ エドとお田さんは店

に着きました。態の圭欠が由てきて
い

言いました。｢シ エリダ ンさんじや
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こな,さ とう,マ メ,べ 一コン,

ほしたスモモ,ト ウモロコシのこな,

ジャがイモ,ニ ンジン,リ ンゴ,と

う癌,お養さんの藁 ふくろにいっば
ば しゃ

いのキャンディーを馬車につみこむ

と,ジ ェド(ピお笛さんはi蒙に尚かつ

て由箋 しました。嬬る蓮力,ノ3､たり
はな あ

は｢よ かった,よ かった｣と 話 し合

とう

いました。お父さんが,ど んなによ

ろこぶで しょう。

まもなくまたmに 菜て,お 荏}さん
ば しゃ と かあ

は馬車を止めました。ジェ ドとお田

さんは,参 しのあいだ茄の尚こうを
かわ

ながめました。川は,ま るでむちを
あ うま

当てられた馬のようないきおいで,

llll幽轟il…醗

灘 醐

鑑れていました。
かあ なに い

お田さんが何も言わないうちに,
ば しや うま

ジェ ドは馬車をおりて,馬 にまたが
からだ

りました。さむさで体がふるえて,
せ コ

背すじがぞくぞくしました。でも,

こわいと憩ったのは,ほ んのδしの

あいだでした。さっき,ジ エドとお

笛さんは美のお蔓穣の莇けをかりて
かわ おな

川をわたりましたが,こ んども同じ

ようにしてわたるのです。ジェドは
かあ

ふりかえってお田さんにほほえみか

{ナ 笑酷で善いました。｢さ あ,行
うま

くよ]そ して,馬 をやさしくたた

くと,騒 餉 こう津へみちびいて
い

行 きました。

魏 麺

硬
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むか しむか し,ナ イ トはせ んそう
い き

に行 くときよろいを着 ま した。それ
かたな も

か ら,刀 とたて を持 っていま した。
かたな

たてというのは,刀 ややをふせぐた
あく

めのものです 。悪 とたたか うとき,

わた したち は,ち ょっとちが うよろ

いを蘇 す.そ れは,糠 のよろい

とよばれて います。(エペソ6:11一

つよ い

17)そ う,れ いてきな強さ とも言 い

き

ます ね。それを着ている と,わ た し
わる た む

たちはゆうわくや悪いことに立ち向
つよ

かうことができます。れいてさな強
も ほん とう へい あん し

さ'を持 っていると,本 当の平安 を知

ることができ,稀 藻のよろいを暑て

いるというも はん にな ることが一ごき

ま す。

たてA

せんそうで,き るよろい
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モルモン経に副題(｢イ エス･キ リス トに

ついての もうひ とつの証｣)が 付 されて

新たに出版 さる

a

回
82年10月 の総大会で十二使徒定員会の

聖典出版委員会のひとりであるボイド･

K･パ ッカー長老は,末 日の聖典の新たな編集

に関し,今 後モルモン経には｢イ エス･キ リス

トについてのもうひとつの証｣と いう副題が付

け加えられることを発表 した。(｢聖徒の道｣1983

年1月 号,pp.3,90-94参 照)

日本語版については,こ れまでのモルモン経

の在庫の切れた今年度6月 に,新 たに上記の副

題が付されて出版された。それに伴いモルモン

経の扉のページの後に,3ペ ージにわたる序文

が加えられ,モ ルモン経が聖書と並び称せられ

東京西ステーキ部長会
再組織される.

新ステーキ部長に

宮脇荘司兄弟

国
る6月2,3日 に七十人第一定員会会員

のア ドニー･Y･小 松長老管理のも.とに

東京西ステーキ部大会が開かれ 新たにズテー

キ部長会が組織された。これまでステーキ部長

を務めた青柳弘一兄弟は先に仙台伝道部長に召

されたために解任となり,以 下の方々が東京西

ステーキ部の新役員に召された。

ステーキ部長/宮 脇荘司(写 真中央)

る聖典であり,永 遠の完全な福音が載せてある

ことをより明確にしている。

十二使徒定員会会長のエズラ･タ フト･ベ ン

ソン長老は,モ ルモン経に副題が付け加 えられ

る意義を次のように語っている。

｢モルモン経に副題が付け加えられることに

より,こ の本の目的である 『ユダヤ人と異邦人

とにイエスは永遠の神 なるキリス トにましまし

て,万 国の民に現われたもうことを確信させる

こと』が,こ れから先,モ ルモン経を手にする

すべての人々に,た だちにわかるようになるで

しょう。また,イ エス･キ リス トについて人々

に証する宣教師に.とっても,大 きな助 けとなる

に違いありません。｣

第一副ステーキ部長/品 川文弘(写 真左)

第二副ステーキ部長/吉 野和洋(写 真右)

幹部書記/入 木最一,書 記/北 原実,書 記補/

小川和則,上 野誠

高等評議員/松 本潔,市 川源二,堀 口従道,小

俣孝,吉 田上,林 孝,畠 中耕三,工 藤駿

一
,渡 辺雅夫,宇 田川精一郎,佐 々木利実

ユニットの管理者:八 王子ワー ド部監督(塚 田

豊雄),国 立ワード部監督(津 村又三郎),府
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高校生たちは,.東 京の青少年のようには神殿を

身近なものに感じることができません。私たち

は彼らにも神殿の祝福 を味わってもらいたいと

ずっと願 っていました。

第2回 青少年神殿参入は,15月5日 に1年8

カ月ぶりに実現し,中 学1年 生から高校1年 生

までの10入 が参加しました。全員が初めての参

入でした。

アロン神権回復の月であり,｢子 供の日｣で も

ありましたので,彼 らのお父さんたち6人 にバ

プテスマの執行者や証人をしていただき,親 子

で一緒に死者の瞭いの業をする得がたい経験を

分かち合いました。

若い人たちは,帰 りのバスの中で,｢ま た来た

い｣｢と ても霊的だった｣｢早 くエンダウメントを

受けたい｣｢い つも神殿に参入できるような生活

をしたい｣な どの証をしてくれました。また,

翌6日 の各 ワー ド部での断食集会でも感動的な

証を聞かせてくれました。
にな

次代の教会を担 う若者たちは, .すばら.しい人

たちです。(レポーター:名 古屋ステーキ部若い
かす や かずさと

男性会長.･糟 谷一郷)

全米チャンピオン巳Y口 社交タンスチームを
招いて行なわれた日米大学間の交流

団
リガム･ヤ ング大学(BYU)社 交 ダン

スチーム(ボ ールルーム.･ダ ンスカンパ

ニー)が 初来日し,文 化服装学院(東 京都新宿

区代々木)と 日本体育大学(東 京都世田谷区深

沢)で公演を行ない,日米大学間の交流を行なっ

た。

BYU社 交 ダンスチームは,毎 年1,000人 以

上のBYUの 学生の中からオーディションに

よって選出された人々によってチームが組まれ,

これまで創作ダンスやフォーメーションの部門

で全米はもちろん世界選手権で何度も優勝の栄

誉を勝ち得ている。

今 回の来 日は1979年 に 日本体育大学 のバ

レーボールチームがBYUを 訪れたことを契機

に両大学間でスポーツや文化交流が盛んに行な

われるようになり,そ の一環として行なわれた

ものである。また日体大が文化服装学院と交流

●(写 真左)BYU社 交 ダンスチ ームによ る公 演 ●(写

真右)公 演後,相 互 の学生たち による プレゼン ト交

換 な ど交流の ひと ときが持 たれた
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徽 総驚
ボ 継繋 瓢ご

露改宗談

会の標準を保ち,主 のみむねのままに挑戦 した

私たち。大会の前 に大きな試練にも直面 しまし

た。私の膝が曲がらなくなり,ド クタース トッ
いや

プがかかり心配しましたが,神 権者の癒 しの儀

式により完治しました。ほかにもチームの主な

団員ふたりが公演旅行の前に足を折 ったり,大

会の直前に大金が紛失 したりで,私 たちは最後

の最後まで主に祈 る気持ちで競技に出場 しまし

た。会場の片隅で小さな輪になっての祈 り会に

は,確 かに主のみたまがありました。一人一人

がこのダンスを通 して,伝 道しているという使

魯@)o題ヲ易屍竃
一｢涙 が止まらす顔はぐしゃ

ぐしゃにな りま した｣一

東京ステーキ部吉祥寺ワード部

山口 こず恵(高2)

ヂ……一レ前列右端が山口こず恵姉妹

国
が神の存在や教会について興味を覚えた

のは,12歳 の頃でした。いくつかの教会.

に行きましたが,ど の教会の話を聞いても,洗

礼というものを受ける気にはなれませんでした。

それから3年 が過ぎた去年の夏,ふ たりの姉

妹宣教師と知 り合い,こ の教会のことを知 りま

した。宣教師の名は,永 島姉妹 とアン姉妹です。

彼女たちは品があって,と ても優しい方々でし

た。しかし残念なことに,学 校の活動で忙しく,

福 音を教わる機 会があまり持てずにいました。

そのうちに宣教師も入れ替わり,永 島姉妹の同

僚に新 しくアイダ姉妹が来てくださるように

なった頃から,福 音を学べる時間が持てるよう

になりました。 また,教 会で宣教師が教えてい

命を認識 し,証 を得 ました。

帰国して早.3年 になろうとしている今,主 入

と共に日本にも良きダンスを広めようと燃えて

います。若い人々が持てる才能を思う存分発揮

できる機会や場を得て楽しく福音に添った生活

ができればと願い,昨 年4月 に仙台ステーキ部

内にダンスチームを結成しました。また機会を

見つけては数々のダンスパーティーでデモンス

トレーションを行なうなどしてきました。楽し

いダンスの輪をさらに大きく広めていけたらと

願っています。(つ じ･え いこ1956年 生 まれ)

紺搬ガ燈 翼1
鱒

評

銭騨

繕 銑 謬

･毒 ･

謬 鱒
羅

黙囎溝

艦 冨1

華 蜜 準 ざ

幕審華
轟響 艶翻薪

る英会話にも.行くようになり,そ のとき初めて

教会の内部を見ることができました。｢なんて設

備の良い教会なんだろう。｣そ う思いました。

■2月に入って,悲 しいことに永島姉妹が帰っ

てしまわれまレた。長い間,レ ッスンをしてい

ただいたので,さ みしく思いましたが,ア イダ

姉妹がいてくれました。永島姉妹に代わって,

とても陽気なジェイコブス姉妹が来てください

ました。ふたりが私の家に来ると,と てもにぎ

やかで楽しいのです。

ある日,教 会の英会話が終わった後で大勢の

人と一緒に,｢ア メリカにおけるキリスト｣と題

するスライ ドを見ました。そのとき私が｢バ プ

テスマ,受 けたいなあ｣と 言ったのがきっかけ

58
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とう｣だ けでした。

私の足は,た ぶん宙に浮いていたでしょう。

按手礼のときも,神 様を身近に感 じることがで

きました。祈 りの一つ一つの言葉が地球を覆う

大気のように,私 を包みこんでくれました。私

はこの記念すべき日を私の心がある限り忘れな

いでしょう。

私が改宗 した後,反 対していた父も,私 が早

朝6時 からの｢モ ルモン経｣セ ミナリーに通っ

ていると知ったとき,｢が んばりなさい｣と励ま

してくれました。父の教会に対する見方が変

わってきたように思えます。宗教にはまったく

関心がなかったのに,キ リスト教 についての本

を買って読んだり,街 頭で伝道しているのはど

この教会かを知ろうとしている父の姿を今まで

考えてもみたことがなかったので,と てもうれ

しく思いました。一方,母 の方は,私 と一緒に

レッスンを受けたこともあって,｢早 くバプテス

マを受けたいわ。でも,も う少し勉強して,年

を取ってからがいいわ｣と,ま だ決心がつかな

いようです。

バプテスマを受けて私は一歩一歩神様 に近づ

いているような気がします。あと何万歩,何 億
.歩
進めば,神 様のもとへ行けるのかわかりませ

んが,私 はこれカ1らも,教 会員の模範を見習っ

て,.福 音を学び続けていきたいと思っています。

どんな誘惑にも負けないよう｢克 己｣と いう言

葉を胸に刻んで,い つも神様を身近に感じて生

活できるように一生懸命頑張 ります。(や まぐ

ち･こ ずえ 芸名=斉 藤こず恵,1967年9月30

日,東 京･武 蔵野市生まれ。1971年,劇 団若草

入団。1973年,NHK連 続 テレビ小説｢鳩 子の

海｣で デビュー。NHK大 河 ドラマ｢草 燃え

る｣,｢花 は花嫁｣〔 日本テレビ〕,｢ギ ターを弾こ

う｣〔NHK教 育 テレビ〕などに出演。現在,藤

村女子高等学校2年)

60

面 特集:海 外だより
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道部専任宣教師
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囚
ワイ諸島は,常 夏の国として知 られてい

る太平洋に浮かぶ小島群島です。ここハ

ワイの地においても,主 のみ業は確実に進めら

れています。イエスがキリス トであり,全 人類

の救い主,購 い主であるという,人 生において

最も重要なメッセージを携えて,ハ ワイホノル

ル伝道部約180人 の宣教師はカウアイ島,オ ア

フ島,モ ロカイ島,マ ウイ島,ラ ナイ島,ハ ワ

イ島という6つ の島々で毎日力強く伝道してい

ます。

ハワイと言えば,世 界の観光地として有名な

所のひとつで,全 世界から毎年多くの人々が休

暇に訪れます。1959年 にハワイ諸島がアメリカ

合衆国最後の州として属して以来 アメリカ本

土を含め,ア ジァ,ヨ ーロッパからいろいろな

人種の人々が移住しています。 ここでは世界各

国から召された宣教師が母国語で福音を宣べ伝

えており,教 義と聖約90章11節 の｢あ らゆる人

人は己が国語 と己が言葉にて完全なる福音を聞

かん｣と いう予言が確かに成就されているのを

知ることができます。主は,再臨が近づくとレー

マン人は正 しく尊敬される民になると言われま

した。(教義と聖約49:24参 照)こ の南太平洋に

住むレーマン人は,真 実の福音によって家族が

強められています。
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備えられていたのか電電公社の試験に通ったの

です。

思いもかけぬ喜びとうれしさの中,伝 道に対

する思いは｢そ のうちに｣と 遠く離れていきそ

うでした。

就職後 も言葉のうちには伝道と言いながら,

その思いを断ち切ろうとしていたのかもしれま

せん。それは正しい目標を失った船のようなも

のです。教会には毎週集っていながらずいぶん

と罪のうちに生活し,天 父に対 して罪を犯しま

した。.

しかしながら仕事上は公社機関の中に大学部

という教育機関があり,大 学教育を受けたいと

の望みから試験に挑戦し,合 格 しました。その

知らせを受けたときは,マ ンネリ化 していた職

場に一すじの光を見たかのようでした。将来本

･社に行けるかもしれない。そんな望みを抱きつ

つ,大 学部入学式に参列しました。足取りは軽

く,す べてが新鮮に感じられましたが,入 学後

は多忙な毎日が続き,あ っという蘭に日が過ぎ

ていきました。

それでも伝道のことを考えるたびに焦りを感

じていました。心の中では｢伝 道に出られるだ

ろうか。出られるさ。.ではいつP卒 業後。いや

将来はどうする｣と 非常な葛藤があったのです。

大学では学祭の役員 として働き,教 会では長老

定員会の会長,ポ ーイスカウトの隊長に任命さ

れていました。自分を忙 しくするうちに伝道に

出ることを打ち消そうとする気持ちがあったよ

うに思います。

大学での生活を送るうちに友人たちは続々と

結婚をしていきます。自分は一体何をしている

のだろう。果たして自分の本当の目標は何なの

かと悩みました。そして伝道に出られないのな

ら結婚することが主のみこころにかなうのでは

ないだろうかと思い,結 婚を真剣に考えました。
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そして自分をどうすることもできない状況へ追

いやっていったとき,そ れに反して伝道に対す

る思いが大 きくなってくるのです。

そのときに感じた苦しみはどれほどだったで

しょう。心が締めつけられるように痛いのです。
おお みわざ

それは｢主 がその驚嘆すべき大御業を私 に示し
め ぐみ

たもうときに現われる恩恵が大きいのにも関わ

らず,私 は心の中で叫ぶのである。『ああ,私 は

不幸な人間である』と。 まことに,私 はわが肉
うれ

体のために心に憂いがあり,自 分の罪悪のため

に私の心は悲しむ。私は非常にたやすく迫って
ゆえ

くる誘惑と罪悪のために取 り巻かれている。故

に私が喜ぼうとすると,自 分の罪のために私の

心は苦しみにうめく。さりながら,私 は今まで

に誰を頼みにしているかを知ってい.る｣(IIニー

ファイ4:17-19)と 語 ったニーファイの言葉

の通 りでした。

断食と祈 りに目覚め,祈 れば祈るほどに強く

｢伝道に出なさい｣と 心に迫ってくるのです
。

そんなときにふと親 しい方より手紙をもらいま

した。私の全身全霊が奮い立ち,悔 い改めの気

持ちを感 じたときに,信 仰の友こそまさに本当

の友であることを実感しました。世の友にはあ

り得ない,主 の強さを感じたのです。

日を置いては断食と祈りを続けました。そし

て大学の試験の最終日,退 社することを決心し

ました。つまり伝道に出ることを決心したので

す。そのときの平安は何 ものにも勝っていまし

た。就職したときよりも,大 学に来たときより
あん ど ぬぐ

も,大 きな安堵の気持ちがすべての黒雲を拭い

去ってくれました。決心がついた後は何の不安

もありません。

公社には心からの感謝とイエス･キ リス トへ

の証をまとめて退職 論文としました。退職の日

を1カ 月後に予定 して上司に相談 したつもりが

翌々日には辞職承認という辞令がおりてしまう
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説明してよいのかわからず,私 たちの乗 らなけ

ればならないソル トレーク行きの飛行機の出発

まであと30分 と迫っていたからで凱 しかもサ

ンフランシスコからソル トレーク行 きの刑 羽幾

は1日1便 しかないと聞かされていました。祈

るより方法がありませんでした。よく祈 ってか

ら｢私 たちはモルモン教会の宣教師として派遣

されてきました｣と 言うと,不 思議なことに入

国を許可してくれました。 しかしこれで安心 と

､いうわけにはいきませんでした。なぜならソル

トレーク行きの便の出発時間は,と っくに過ぎ

ていたからです。

国際線から国内線へのゲートに行くバスの中

では,ほ とんどあきらめていました。しかしゲー

トに着き,ふ と目をやると,出 発しているはず

の飛行機がまだそこに止 まっているのです。信

じられないような気持ちで一目散に飛行機目指

して走りました。結局私たちが飛行機に乗れた

のは,出 発時間から45分 後のことでした。･この

経験は単なる偶然ではなく私たちは確かに主の

導きであったと感じています。

教義と聖約第90章11節 に｢あ らゆる人々は己

が国語と己が言葉にて完全なる福音を聞かん｣

とあるように,私 たちはハワイにおいて英語の

話せない多くの日本人の方々と福音を分かち合

う機会があることを感謝 しています。メン

バー･テ ィーチングプログラム(教 会貝の福音

に対する知識向上を目的としたプログラム)に

よって不活発な日本人の教会員を助けたり,短

期間ハワイに滞在 している日本人や留学生にも

福音を伝える機会に恵まれています。

ある日本人の奥さんは,何 度かアメリカ人宣

教師の訪問を受けながら英語がわからないとい

う理由で断わっていたそうですが,私 たちが訪

問したことで福音やこの教会のプログラムに興

味を示されました。

日本人の教会員の方々は,各 集会やテキスト

が英語 という福音に対する知識のハンディにも

負けず,強 い証と信仰で活発 に教会の責任を果

たされています。

これらの経験を通して,神 様が人類一人一人

を愛されていることや神様の救いの計画の壮大

さがよく感じられるようになりました。伝道は

すばらしい経験です。私たちが犠牲を払い,ま

た希望 を持って伝道するときに信仰や証は強め

られ 私たちにとって最:も有意義な経験となる

でしょう。(はるた･せ いじ/ひ らた･こ うじ 共

に1961年 生 まれ,山 口地方部下関支部出身)

節 は3月 で,私 の通っている高校でもク

圏 。。替櫛 鳳 私のクラ。の女子
は,今 の高校生では珍 しいくらい団結力があり,

2年 生になるとバラバラになってしまうので1.

年生のフィナーレとして何かやりたいと考えて

いました。

そこで私は3月27,28の 両 日に開催される福

岡ステーキ部若い男性･若 い女性合同のスプリ

64



99

⊃｢。q皐詳〉ユGl鼻ユ∩田母(､量⑦ユこゾゑ(}津

駈(転∋鎚⑦沓目。G皐詳〉ユG↓r‡〉螺212｣

。諏∩ユ薫呈認G事

毎5鮮1罫塁1･劇`⑦挫｢。G茸(き【¢qζ螺G(怜4∩
.

9｣～9(ド(橡宰ユロ縛｣。鐸∩準41螺母実;皇⊃1

庫冒無旦(ρ誉菖F垂身話⊃悼G2ア1推。,巨ユ⑦G

脅翌宵噸戴〉ヲ.6翠4q(､潔醜ゑ92(詠4律2

。γ暑睾宰暴≦～享塾字傷射導(}ユ律ミ～…程㎎(イ〉(､

｢。章(き

勲q!鰹。甲∫㍗濯1∩章γ》9誹γ淫1∩き字･去雷揮｣
。4∩率G呈こL騨(∂騨ζ(Σ算〉ユ勲〔阻⊃1雰=～⑦

昆翼(}CG`2｢G4(汐(吉×･<4孟乙･<〔9(}

`9障(Σ蔀コ(い芝^潭nゾ2｣`<今率∩ユG身2嶋日廓

購⊃ウユ』/享罪1推。4∩翠qユ峯》礁`(圏4⑦

.昆翼翠1身｢y》⑦と4〃`〉翫¢羅學痒旧⑦彦

。ゑユ白【轄1>饗螺甥身z』`劇

旱喰⑦～享4挫=～皐璽⑦礁。4∩準くA略∩G窪

⊆2⊃1(～彦ミ⊇源率一巨`寧揖藩蓼G毫～認〉ユG禦

4博⊃1…蘇⑦鰍星挿(}謡叫⊃1(圏写⑦曾4挫

｢。……遅G身躍∩申ユ9f(をQ⊃1》轟母～享

封導⑦鼻4蝉9～4(うユG銘～拳白璽〉【4G暑。詳

G4》(Σ～慾字蟹[釧⊃脚℃G=～ミ錐鰹昇:謝年`∩

<4∩。(Σ<4qi>冒⊃1宗率;目傷…斡導;象徽ま⑦傷鐸

蝉窪｣04∩率G号∩巽2耳嘉⑦募風`日⑦駅
。'ソ吾翠6禦創[蜻呈21回一

`鰹
一巨ユ⑦4(､詳蓼(ヘユ∩塁…〉甲母2脅昌…耳⑦×

/(4工乙･<〔`》年⑦弔影難9【4艇暫量率

。4∩…β

∩塀=～⊃渡ア⑫宰ユロ曄〉螺⊃惇～`(}⊃澤睾q

茸(汐【¢G=～∩宰G罪1`燦⑦源二～⊇q障`IG鰹口{r

≒多⑦ユ×4〃吾茸`》隊121塵母叢呈(ρ∩睾〔幽⑦

コ⑦{寿晋婿葺｢。6身畢専並ユ∩〉魯母輩Y｣

o=¥∩率雰窪ユ∩里呈(}⊃1

源!ソ》⑦×4〃`(℃1卑=¥Y⑦ミ萎レ営ミ診豪=～⊃4

G隷〉⊆写鰹座r蔀⑦×4〃`ユ41(平⊆q92

。4∩

告冒8…生ジシ861/冥(0謁語

率宰壽¥4qユ'蓼雪引引婁⑦礁ユ呈塾⊃1宙害量

旱(グ聾菖峯塵Ψ.`ユ⑦翼官qi呈二～(き甲》ユ∩呈…

=～暑;男皇(09～享髪ゑ》禦白二～`5¢耳群(〃≡頒手

。4∩

ユツ吾率白鐸劉垣奨口〔r喜=～｢(へ障宰ユ｣[旦↓呈別ユ

猴⑦鼻9身望ユ斡魁軍》`9螺認⑦曾甲ユ∩

=～動国(oG20⑦溝摯｣`癬卓ユ⑦4G皐誹〉ユ

G呈コ…隔⑦期興弔92§輯群⑦…丹且F｢o【¢ゑ

ユ(∂G魚勲【悸1ユ=～2(乏(今=～`(Σゑu{r孝⊃1×/<

4∠乙･<〔こL象…躰導剛}日挫遅Y-Y一｣o=¥∩率

qユ》身≦=～詳⑦(摯q彙(}白甲=～2(Σ草孕2母ミラ

'し抑言窪ユ勲螺母等鐸`劉⑦曾壬1畷∩騨豪=～2⑦

Gコ～o`昇(宰号母年ユ障!vぜ`ユ∩彦。=¥∩睾

宰ユ∩季闘⊃扉(}6q母羨曾真昆翼⊃1つ雌`》

算孕堤G∩発∩!2▽2鰹障∩!》`ユ準･←。4∩

零∩2蓄禦ユη(:7呈母二～2劔9甲(}(う留罪1挫

。ゑユ⑦4η(捏〉∩導2｢q諏`1(う.

ア1ユ甲⊃1罵`9【49障=:η29韓些と馴鍾星P痺

当⑦尋罐(∂嘉躰曾鰍4礁`fl1壌彦｣`21弔%(o

館捏婿。4∩準G翠∩ユ辞晦⊃1礁鰹厘十塁(汐

2⑦～享=¥挫`華=～4(うユ宰ユ宰昌到嶺⑦チ1=干羽(}

冒ロ号`ユ》購⊃1謁幽藤If法母×<4∠乙･くに

。#ユ2;El写1非¢呈コ～｢η〉ユ

G聡孕発⑦【字劉9【44G零∩ユーど算牽発9(}｣

`翠1(詠¢士缶(Σ禦(ρ×4〃。4∩率∩昆甥ユ∩

宙腰畢團鋼》弱日彰9<4塗白(字溝(∂目z`∩⊃1･

二～コ9堤ユ¥擁一･/｣メ母塊⑦(}[甲8τユ引轟

`ユ229(う二～(へ(う曇一5帽ロ号憲旱邊46号∩

.呈塁こL障'y》牽喚∩甲⑦ぐ一善×･･<必ユ2彦

。⊇∫∩翠自障⊃1=～29(き嘩

ユ∩口年彰⊃搭一壬×･<享キ弓¥4r一婁刈乙み

⑦目日Iz:･</1凶乙/([=`アに牌γ》⑦×を4:

`ユ⑦曾鰍字翻昆購‡1坤蝉≠(ρ》糎`剰ユ珊

攣(ρフ坐。4∩宰り〉ユG呈コ～`曾ゑ口[r幸5¢菖辱

`9⊇2⊇¥》雪ユ∩蟹牽膨圭2牌烈!》oゑユ(ρ

4》ユ∩孝蕃母口[r幸⑦》×･く4孟∠.くε･〃く

捧≒遡儲嘉墜鉢簿鍵叢鍵灘隷藩i隷1,



1{⊃∋カ ル ベ'鋭ジ 簿蟻欝難

れが兄弟の返事でした。心の動揺の大きさに,

､祈ることも忘れてしまっていた自分を知 らされ

て,そ の場で泣くだけ泣いてから,だ れもいな

い教室で正座し,誠 心誠意祈 りました。祈って

いる間に友達から練習に来ているみんなへ,先

生から言われたすべてのことを伝えてもらいま

した。

長い祈 りの後,ど うやら心が落ち着いて,音

楽室へ行きました。そこではみんなが歌ってい

ました。一生懸命歌っていました。 どうしてこ

の真剣な思いが壊されなくてはならないのか,

私は憤 りを感じました。

みんなが,先 生の所へ交渉 しに行 く,と 言っ

てくれたので,明 日,教 頭先生の所へ行き,歌

も聞いてもらおうと提案 し,ま た練習を再開し

ました。

でもその必要 はありませんでした。次の日,

補習が終わって生活指導の先生の方から私たち

へ話があったのです。その内容は大体 このよう

なものでした。

｢日本には教育基本法 という法律があり
,こ

れによってしか教育はなされないのである。君

たちが今,や ろうとしていることはこの中の第

九条二項 『国及び地方公共団体が設置する学校

は,特 定の宗教のための宗教教育その他宗教的

活動をしてはならない』という法律に違反して

いるわけだ。君たちがみんなそこの教会員であ

るならば問題はない。だが違うだろう。もしも,

このことを知ったうえでなお参加 しようとする

ならば,学 校は君たちを処分する。｣

1時 間にもわたる長い話の結果,参 加しては

ならないと言われたのです。私たちは本当に私

的な気持ちで参加するのであって,学 校を代表

するわけではない,高 校生である前に,ひ とり

の人間として私たちを見てほしい,と いくら

言ってもだめなのです。

私がこの学校に入学していなければ,ク ラス

のみんなに出会わなかったでしょうし,コ ン

ファレンスに誘うこζもなかったでしょう。 こ

れは確かな事実です。裏を返 して言えば,こ の

学校の生徒であるからこそみんなに出会 えて,

コンファレンスに誘うことができたのです。最

後 にはみんな泣いていました。

私のコンファレンスの紹介の仕方が正 しくな

かったかもし.れません。合唱のいろいろな打ち

合わせで,授 業中に手紙を回したりもしました。

ただ教会へ行って歌うだけだと言っても,周 り

から見ると特定の宗教活動をしているとしか見

えないのかもしれません。学校を代表して参加

するわけではないと言っても,ク ラスの女子全

員ではどうやっても団体としか見えないのかも

しれません。学校はそれを恐れていたのでしょ

う。

教育基本法の中に,こ んな法律があるなんて

知 りませんでした。私が甘かったのです。社会

と宗教 とのむずかしい関係が,少 しだけ見えて

きたような気がしました。だれのせいでも,だ

れが悪いわけでもないのです。それだから,気

持ちをどこにやってよいかわからず,余 計にく

やしくてたまらないのです。

先生の話を聞いた後,女 子だけで話し合いが

持たれました。一人一人の気持ちを聞いたとこ

ろ,心 の底ではみんな参加 したい気持ちを持っ
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言 ､･☆ 新教会堂の紹介

完成 した米子ワー ド部

教会堂 一種がまかれて11年

よな

回 旱卿號膿 驚1寺謀
引き渡しを受けました。もともと電機会社の倉

庫だったものて,と ても大 きな建物です。

教会堂は,バ プテスマを受けて清くなった人

のように立派に生まれ変わり,美 しく堂々とし

て主の家にふさわしくなりました。建物の中央

に神聖な礼拝堂かあり,バ プテスマフォントや

多目的ホール,多 くの教室があります。献堂式

によって主に捧げられる日を,私 たちは楽 しみ

に待っています。
たいせん

米子は人口13万 人の山陰の小さな市で,大 山

と温泉で有名てす。米子ワー ド部の起こりは,

1973年(約11年 前)に 初めてふたりの宣教師が

訪れたことに始 まり,1(陣 後 の1983年3月20

日,岡 山ステーキ部の米子ワード部になりまし

た。現在,聖 餐会には,60-70名 の熱 已･な教会

員が集っており,礼 拝堂に人があ凶､れるように

しようと私たちは燃えています。

米子ワード部は.子 供が多く,と ても明るい
かず え

ワード部です。永田万恵姉妹は間もなく8人 目

瀞 騨轄盤躍欝鰯灘畿 撚
が

鑛灘翻 纏難 綴
ぽ サ 　ぽ

。 籔 騰 繍 与･
窪

の子供の誕生を迎えます。松本正子姉妹は6人

の子供に恵まれています。船井ひろ子姉妹 に3

人 目が先 日生まれました。そのほかの子供を全

部合わせると26人 にもなり,毎 週教会 に集って

います。初等協会の会長である久米郁子姉妹が

会長会や教師と共に将来の指導者を熱心に育て

ています。米子の地がシオンのステーキ部にな

るのも遠くないでしょう。

｢ま
,そ の民をシオンと呼ひたまえり。彼 ら

心を一にし,精 神を一にし,義 に住みたればな

り｣(モ ーセ7●18)と 言われたエノクの民のよ

うになるため,会 員一同は心と精神を一致させ,

義 に住むよう努力しています。(岡山ステーキ部

米子ワー ド部監督･永 田昭)

●米子ワー ト部礼拝堂
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